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第 22 回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会 

～重度重複と高齢の聴覚障害者の発達と権利を考える～ 

開 催 要 綱 
 

 

１．主旨 

1982 年、京都に初めてのろう重複者施設「いこいの村栗の木寮」が設立されました。 

それから36年の月日が経ち、この全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会(全聴福研)も今回で22回目と

なります。 

この間、ろう重複者や高齢聴覚障害者が地域で生きやすい社会になったと思いたいところですが、ろう

重複者の存在自体、法的にはまだ認められておらず、高齢聴覚障害者も地域で伝え合えない不安の中、

孤独死に至ってしまうケースなど、その生活は相変わらず多くの困難にさらされていると感じます。 

社会的には、羊水検査の結果による中絶が実に９８％に達していたという調査報告、旧優生保護法の下

での強制的な障害者への不妊手術の報道は大きな波紋を呼びました。 

障害者差別解消法でやっと前進した障害者の状態も、まだ社会の奥深くに、多くの問題を抱えているので

ではないでしょうか。 

施設関連では、昨今の福祉理念が「地域での共生社会」を強く推し進める中で、入所施設無用論すら

唱えられ始めています。重度重複障害者にとって社会参加へのステップとしての「入所施設」の必然性を

強く打ち出していくことが求められるようになりました。また今年の４月には報酬改定が行われ、児童の分野

でも障害支援区分が導入されています。 

 このような情勢を背景に、今回の集会では、 

①ろう重複児者、高齢聴覚障害者自身がどう生きたいか…を大切に、 

②ろう重複児者、高齢聴覚障害者への支援の専門性を問い直し、 

③制度として確立するために 

全国のなかまと語り合い、交流、研究を深めていきます。 

 

２．主 催 社会福祉法人東京聴覚障害者福祉事業協会 

 

３．共 催 

社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会 

社会福祉法人大阪聴覚障害者福祉会 

社会福祉法人埼玉聴覚障害者福祉会 

社会福祉法人ひょうご聴覚障害者福祉事業協会 

全国ろう重複児・者家族連絡会 

 

４．協 力 

 社会福祉法人千葉県聴覚障害者協会 
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５．運 営 

  第22回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会東京実行委員会 

 <構成団体>  

    公益社団法人東京聴覚障害者総合支援機構東京都聴覚障害者連盟 

    東京ろう重複者とあゆむ会 

    東京都手話通訳問題研究会 

    東京都手話サークル連絡協議会 

    社会福祉法人 東京聴覚障害者福祉事業協会後援会 

 

６．後援（予定） 

厚生労働省／社会福祉法人全国社会福祉協議会／東京都／東京都教育委員会／社会福祉法人

東京都社会福祉協議会／東京都市長会／東京都特別区長会／東京都町村会／社会福祉法人 

ＮＨＫ厚生文化事業団／社会福祉法人朝日新聞厚生文化事業団／公益財団法人毎日新聞東京社

会事業団／社会福祉法人読売光と愛の事業団／社会福祉法人産経新聞厚生文化事業団／社会福

祉法人東京新聞社会事業団／公益財団法人日本テレビ小鳩文化事業団 

 

７．協賛（予定） 

一般財団法人全日本ろうあ連盟／一般社団法人全日本難聴者・中途失聴者団体連合会／社会福

祉法人全国盲ろう者協会／一般社団法人全国手話通訳問題研究会／一般社団法人日本手話通訳

士協会／特定非営利活動法人全国要約筆記問題研究会／全国ろう重複障害者施設連絡協議会／

全国高齢聴覚障害者福祉施設協議会／特定非営利活動法人全国聴覚障害者情報提供施設協議

会／特定非営利活動法人ろう教育を考える全国協議会／全国難聴児を持つ親の会／全国聴覚障害

教職員協議会／きょうされん／全国障害者問題研究会／公益財団法人日本障害者リハビリテーショ

ン協会／障害者の生活と権利を守る全国連絡協議会／全国ろう学校ＰＴＡ連合会／特定非営利活動

法人日本障害者協議会／関東ろうあ者相談員連絡会／きょうされん東京支部／日本聴覚障害ソーシ

ャルワーカー協会／障害者の生活と権利を守る都民連絡協議会／東京盲ろう者友の会 

 

８．開催日時 2018 年 10 月 20 日（土）～2１日（日） 

 

９．開催場所 国立大学法人東京学芸大学 

〒184-8501 東京都小金井市貫井北町 4-1-1 

電話番号 042-329-7111 (総合案内)          

JR 中央線 武蔵小金井駅下車  

 【京王バス】 

〔５番バス停〕「小平団地」行に乗車、約 10 分 「学芸大正門」下車 

１０．開催規模 500 名 

１１．参加資料代 5,000 円 

   ※学生の参加資料代 3,000 円 
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１２．企画内容 

《開会全体会》 

(1)開会式 

(2)全体講演(パネルディスカッション) 

「育みあう、ろう重複者の集団づくり」 

  －運動の歴史からまなぶ今日の課題― 

1.東京におけるろう重複児教育の歴史：社会福祉法人 東京聴覚障害者福祉事業協会 

                                         理事長 南宮由和     

      2.東京におけるろう重複児家族の連帯運動：調整中 

      3.立川ろう学校家族会の取り組み：調整中 

 

《入門講座》 

聴覚障害児・者の暮らしの実態から、安心して自分の思いを語り合い、自分らしく健康に生きるために必

要な支援が保障される場をつくるために、当事者団体や家族等で協同した全国各地での暮らしを支える

事業所(拠点)づくりの実践から、私たちの役割を考え合います。 

聴覚障害児・者福祉の運動、実践、社会資源づくりから、福祉情勢まで広く学びたい方を対象にした講

座です。 

 

講
座
１ 

○ろう重複児教育の現状              

 ・2007 年学校教育法の改定による「特別支援学校」の登場。東京では全国数少ない「ろう学校」 

  の名称で継続。現実的には何が変わったのでしょう？ 

 ・特別支援学校とろう学校にいるなかまの現状と課題 

 ・家族関係者から報告していただきます。 

講師 社会福祉法人 東京聴覚障害者福祉事業協会 

理事長 南宮由和 

講
座
２ 

○ろう重複者の社会参加 

 ・たましろの郷の新規入所者は、ろう学校の卒業生よりも、手話がほとんど使えない特別支援学

校卒業のろう重複者のほうが多いのです。 

 ・ろう学校ではろう重複児が減少。ろう重複者の専用施設の時代は終わったのでしょうか？ 

 ・ろう重複専用施設「たましろの郷」と「ろう重複者受け入れ作業所（ろう重複専用ではない作業 

所等）」双方の現場からの声を聴いてみましょう。 

 ・たましろの郷のなかまたちの報告もご覧ください。    

                                                   講師 調整中 

講
座
３ 

○一人暮らしのろう高齢者 

 ・全国５ヶ所にあるろう重複者施設には、同一法人運営の高齢者施設がありますが、東京にはあ 

りません。東京の高齢者福祉対策を運動から報告します。 

 ・地域との交流もほとんどない高齢者が抱えている問題とは何でしょう。 

 ・地域で高齢者を支えるために必要なことは何か、実践から報告します。 

講師 世田谷区聴覚障害者協会 

當馬正敏氏 
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《実践交流会》 

8 つの分科会・分散会に分かれて、施設や事業所でのろう重複障害者や高齢聴覚障害者、聴覚

障害児への援助実践や研究を持ち寄り、交流・議論を深めます。また、地域で暮らす聴覚障害児・

者の福祉ニーズを取り上げ、専門的援助の必要性を明らかにし、地域での援助の今後の課題につ

いて考え、提起します。 

 

第１分科会 「労働と発達を考える」 

第２分科会 「心とからだの健康づくり」 

         第１分散会 ～こころの健康～ 

 第２分散会 ～からだの健康～ 

第３分科会 「コミュニケーション保障と集団づくり」 

第４分科会 「高齢聴覚障害者の介護を考える」 

第５分科会 「地域生活を考える」 

 第１分散会 高齢聴覚障害者の暮らしを地域で支える 

第２分散会 重複聴覚障害者の暮らしを地域で支える 

第６分科会 「家族の願いと家族会」 

第７分科会 「福祉実践と福祉制度のあり方」 

第 8 分科会 「聴覚障害児の発達を考える」 

☆詳細は、別載分科会の案内をご参照ください。 

 

《なかまのつどい》 

   1 日目 自己紹介や工作等を通して交流を深めます 

2 日目 大学生と遊ぼう！［室内工作や大学散策など］ 

 

《閉会全体会》 

入門講座及び各分科会の概要を報告し、集会の成果を共有するとともに、次期開催地への引き継

ぎと課題提起を行います。 

 

《自主交流会》  

参加者が発起人となり、職種や立場、課題別に集まって交流を深めます。 

    学内の食堂で夕食をとりながら交流していただきます。（弁当注文を受け付けます） 

 

《バザー》  

全国各地の重複、高齢聴覚言語障害者の事業所、関係団体で生産された自主製品等の展 

示販売(会場での販売が可能です)を行います。 
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１３．日程表 

     

２０日（土） 時刻 ２１日（日） 

入門講座 分科会 なかまの集い 

 9 

入門講座 分科会 なかまの集い 

   

入門講座・分科会 

9：30～12：00 

保 護 者 か ら

引継ぎ 

（９：００） 

10 

大学生と 

遊ぼう(案) 

共同研究者 

司会者打合せ 
11 

受付 12：00～ 保護者から 

引継ぎ 
12 昼食 

開会式・基調報告 12：30 

パネルディスカッション 

13：15～14：45 

会 場 内 で の

活動(自己

紹介等) 

13 
入門講座・分科会 

13：00～14：45 
14 

入門講座・分科会 

15：00～17：00 

 

15 
閉会全体会 

15：00～16：00 

保護者へ 

引継ぎ 

16 
 

自主交流会（自由参加） 

17：30～19：30 

17 

保護者へ 

引継ぎ 
18 

 
19 
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第1分科会　　　　労働と発達を考える
共
同
研
究
者

大畠　宗宏　氏
　「働く」ということには、暮らしを支える収入を得る、なかま自らの生きがい、人々
や社会とつながる等、様々な意味が含まれます。また、余暇やプライベートな時
間のすごし方が「人が豊かに働く」ことを支える大切な要素でもあります。
　「働く」には多様な側面を含んでおり、なかまが働くことを支援する私たちにも
様々な創意工夫が求められます。障害を持つなかまにとって、働くことの目的や
意味とは何か。生きがい、目標や希望など、日々の支援の中でなかまが投げか
けてくれる。そんな様子と様々な創意工夫の実践を交流します。

社会福祉法人皆の郷
川越いもの子作業所　施設長

助
言
者

荒井　康善氏

東京都聴覚障害者連盟
災害対策部長

第2分科会　　　　心とからだの健康づくり
第1分散会　　　こころの健康　　

共
同
研
究
者

西牧　陽子　氏
　重複・高齢聴覚障害者の精神保健をテーマに、様々な職種の方が参加しま
す。病院や事業所等での実践報告をもとに、様々な立場からの意見交換や討議
が行われ、何が課題となっているのかを明らかにしてきました。
　1) 専門機関との連携を図りながら、どのように重複・高齢聴覚障害者に
    対しアプローチしていくのか。
　2) 重複・高齢聴覚障害者の特徴であるコミュニケーション面での問題を
　　生育歴や環境等を理解した上でどのように援助していったらよいのか。
　参加者との意見交換を大切にしながら、現場でできることは何なのかを意見交
流します。

大正大学カウンセリング研究所
臨床心理士

助
言
者

大橋　啓美　氏

埼玉県聴覚障害者協会

第2分散会　　　からだの健康　　
共
同
研
究
者

片倉　和彦　氏

　健康をテーマに多種多様な健康へのニーズをより深く見つめ直します。
　入所施設支援、通所施設支援、地域生活支援等のあらゆる場面で、当事者や
支援者が抱えている「健康」に関する悩みや課題を交流します。
　「健康」は日常生活上の大きな関心事でもあります。「健康」「食べること」に関
わる支援の専門性を高められるよう意見交流します。

社会福祉法人双葉会診療所
双葉会診療所　院長

助
言
者

森　せい子氏

聴力障害者情報文化センター
 聴覚障害者情報提供施設施設長

第3分科会　　　　コミュニケーション保障と集団づくり
共
同
研
究
者

金澤　貴之　氏
　「その人の分かる方法をつかむ関わり、その方法の試行錯誤、互いに伝わった
時の喜び、それらを含めてコミュニケーションになる」―わかる・伝わる・伝わった
喜びを共有する等、コミュニケーションが成り立つことで集団（仲間）が生まれ、ま
た、集団（仲間）の中からコミュニケーションが育ちます。
　それを支える職員も含めたコミュニケーション保障と集団づくりの実践を交流し
ます。

群馬大学教育学部　教授

助
言
者

熊谷　徹　氏

神奈川県聴覚障害者連盟
副理事長

第4分科会　　　　高齢聴覚障害者の介護を考える
共
同
研
究
者

唯藤　節子
　今までできていたことができなくなった時に、どのような支えがあれば安心して
暮らすことができるのでしょうか。高齢聴覚障害者にとって、身体の麻痺や衰え
は、身体的な能力低下に加えてコミュニケーションの能力低下にもつながってし
まいます。
　ご本人の願いに寄り添い、その人らしい人生を尊重し、生きる意欲を持ってい
ただくための支援や介護について実践を交流します。

特定非営利活動法人
かるがもの会　代表

助
言
者

岩田　恵子　氏

埼玉県聴覚障害者協会
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第8分科会　　　　聴覚障害児の発達を考える
共
同
研
究
者

永石　晃　氏

　全国に聴覚障害児向け放課後等デイサービス事業所が増えていく中、子ども
たちの障害の多様化にともない、アイデンティティの確立への支援など専門性が
求められています。
　制度も変わっていく中、未来を担う子どもたちのためにも、私たちの役割、開所
に向けての今後の取り組みや、問題点・課題について意見交流をします。

東京都立立川ろう学校教諭

助
言
者

小出　真一郎　氏

埼玉県聴覚障害者協会
代表理事

第7分科会　　　　福祉実践と福祉制度のあり方
共
同
研
究
者

馬屋原邦博氏

　障害者差別解消法、改正障害者雇用促進法の施行、手話言語条例が全国各
地で制定される一方で、高齢者、子ども、障害者などの福祉と医療を地域単位
で一元化していくことをめざす福祉情勢の中での事業経営・運営を考えます。
　また、施設及び事業所の会計問題や成功例を出し合い現状を共有し、制度改
善に向けた課題を整理し、取り組みや運動を考えます。

大阪河﨑リハビリテーション
大学准教授

助
言
者

越智　大輔　氏

東京都聴覚障害者連盟
事務局長

第6分科会　　　　家族の願いと家族会
共
同
研
究
者

山口 　愼一　氏

　重複聴覚障害児・者の親、家族が抱える悩みや思いを交流し、親・家族の置か
れている実態を明らかにします。
　また、悩みや思いを率直に出し合い共有することで、一人ぼっちで孤立する家
族をなくします。学びを共有し、今後の家族連絡会の在り方や取り組み、明日へ
の希望につなぐ交流をつくります。

全国ろう重複児・者家族連絡会
顧問

助
言
者

有山　一博　氏

東京都聴覚障害者連盟
福祉対策部長

第2分散会　　　重複聴覚障害者の暮らしを地域で支える
共
同
研
究
者

増田　伸也　氏

　重複聴覚障害児・者の地域生活に必要な資源は様々です。
　地域での自立した生活を支援するためには、既存の資源に加えて、新しい社
会資源の創出、ネットワークづくりが必要になることもあります。どのような資源が
あれば、重複聴覚障害児・者が地域で豊かに暮らせるのか、また支援体制はどう
あるべきかなどを実践交流から考えます。

社会福祉法人
千葉県聴覚障害者協会理事

助
言
者

大石　欣也氏

東京都聴覚障害者連盟組織部長

第5分科会　　　　地域生活を考える
第1分散会　　　高齢聴覚障害者の暮らしを地域で支える

共
同
研
究
者

永井　紀世彦　氏
　高齢聴覚障害者が地域で暮らし続けるためには、地域や関係機関と連携した
支援体制が必要になります。各地域の実践交流を中心に、高齢聴覚障害者が
置かれてきた歴史的背景も含めて、「その人らしい地域生活」支援のあり方を考
えます。
　また実践の交流から、ろう協等地域と連携した社会資源づくり、制度の問題点・
課題を出し合い、今後の発展について意見交換します。

社会福祉法人埼玉聴覚障害者
福祉会　理事長

助
言
者

及川　リウ子氏
　

東京都聴覚障害者連盟
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参加申し込みのご案内 

 

１． 集会費（資料代含） 5,000 円 (学生 3,000 円) 

 

２．食事代 

・20 日(土)の夕食代  1,500 円 

・21 日(日)の昼食代  1,000 円 

の注文を受け付けます。 

 

３． 宿泊 

・本集会にかかわる宿泊案内は、事務局としては行いません。 各自でお申し込みください。 

 

４．なかまのつどい 

・参加費   P11～P13 をご参照下さい。参加費には傷害保険等が含まれています。 

・幼児保育については、3 歳以上就学前までの方に限ります。 

・ろう重複障害者の年齢上限はありません。 

・おやつ等は実行委員会で準備します。ただし、アレルギー等がある場合には、ご持参ください。 

・当日の参加申し込みはお受けできません。 

 

５． 参加申し込み方法 

 ・別紙申込書に必要事項をご記入のうえ、ＦＡＸにてお申し込みください。 

・盲ろうの方は、同封の「盲ろう者参加申込書」をご利用のうえ、お申し込みください。 

 

６．送金方法 

・お申し込みと同時に郵便振替にて、諸費用をお振込みください。お振込みの締切りは 8 月 3１日（金）

です。 

 ・振込み手数料は、ご負担ください。 

 

７．キャンセル 

 ・諸費用受領後のキャンセルのお申し出につきましては、返金できませんので、予めご了承ください。 

 

８．参加申込締切 

 2018 年 8 月 31 日（金）期日厳守（必着） 

※レポート計画書締切日は 7 月１７日(火)、原稿締切日 8 月 22 日(水)です。 
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分科会レポート募集 
施設、事業所での日々の援助実践、また地域での取り組みの様子や聴覚障害児・者の支援課題などをまとめ、

討論を通して次への取り組みを明らかにするとともに、ニーズに基づき先駆的に実践展開されている支援事業や研

究成果の報告をお願いします。 

参加者が共有し参考として持ち帰り、全国各地で援助を必要としている聴覚障害者への支援の輪を拡げるため

にも、積極的にレポートを発表してください。なお、レポート・報告資料(当日資料・写真・映像など)の作成に際しては、

プライバシー保護に対する配慮をお願いいたします。 

１．開催要綱を参考に、報告を希望する分科会（分散会）をお選びください。 

２．レポート発表の時間は約 10 分とします。当日の発表は補足説明程度で終わるよう、レポート作成の際は、報告し

たいことや討論のポイント等をできる限りわかりやすくまとめてください。 

３．まず、レポート提出計画書を送付してください。 

レポート提出計画書締切：7 月１７日（火）【メール･郵送･FAX】必着 

４．レポート作成・提出について 

(1)レポートは A5 サイズ 2～3 ページ程度にまとめ下記の書式で作成してください。 

(2)事前資料集及び報告集編集の都合上、パソコ

ン（Word）での作成にご協力下さい。 

 

５．当日「補足資料」について 

補足資料を配布する場合は、必ず当日までに事

務局に了承を得て、分科会（分散会）参加者数分を、

各自で準備しご持参ください。 

６．視聴覚機材の利用申込について 

パソコン等の機器利用を希望される場合は、その

旨をレポート提出計画書に明記し、事前に申し込ん

でください。（台数に制限がありますので、 

準備できない場合もあります。ご了承ください。） 

７．原稿の書式 

(1)原稿は A5 判用紙縦向き、横書き、２段組。  

(2)必ず分科会（分散会）、タイトル、所属、執筆者名をご記入ください。 

(3)論議したい項目を実線で囲み、「キーワード」として挙げてください。 

 (4)余白(上下・左右)は２ｃｍを基本に空けてください。 

(5)フォントは、HG 丸ゴシック M-PRO でサイズは 10.5 ポイントで作成してください。 

レポート原稿締切：8 月 22 日（水）【メール or 郵送】必着 

８.ご提出いただいたレポートは、「事前資料集」に掲載し、参加者全員に送付します。 

 

９．送信・送付先  

 

 

 

第○分科会 

「タ イ ト ル」 

所属 執筆者名 

キーワード：○○○○、○○○○  

 

 

 

 

 

                  

原稿の提出はＡ５判です。 

書式の設定にご注意ください 

〒198-0052   青梅市長淵 5丁目 1420番 2 

 障害者支援施設 たましろの郷内 

第 22回全聴福研事務局 担当：佐藤 

メールアドレス:zenchofuku@tokyo-shuwacenter.or.jp 

Tel 0428-20-0722/Fax 048-20-0721 
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第22回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会　参加申込書

男 聴覚障害者
性 健聴者
女 ろう重複障害者
性 重複する障害（　　　　　　　　）

〒

電話

Ｆ Ａ Ｘ ＦＡＸ

支 援 員

栄 養 士

通 訳 者
看 護 師

医 師

そ の 他
※入門講座または分科会（第1・第2希望）のどちらかを選び○でご記入ください。

第1希望 第2希望

第1

第3

第4

第6

第7

第8

↓希望するものに○ 参加諸費用

番号 受付

20日 夕食代 1,500円 入力 受領

21日 昼食代

申込書を事務局までご送信ください。

FAX：03-6273-0631

e-mail：j-zenchofuku@tokyo-shuwacenter.or.jp

参加諸費用を郵便振替にてご入金ください。
　　自主交流会も食堂で行います。(P14参照） ＊ゆうちょ銀行    口座番号：00190-9-487530

＊銀行からの振込は下記の口座になります。
預金種目：当座

　　　 店名：〇一九
口座番号：0487530

＊加入者名：全聴福研

※該当する欄に、○及び必要事項をご記入ください。

学生参加費 3,000円

分散会2 重複聴覚障害者の暮らしを地域で支える

5,000円

分散会1
地域生活を考える

高齢聴覚障害者の暮らしを地域で支える

分散会1

からだの健康

第5

心とからだの健康づくり

労働と発達を考える

こころの健康

コミュニケーション保障と集団づくり

高齢聴覚障害者の介護を考える

必要な援助内容

家族の願いと家族会

福祉実践と福祉制度のあり方

聴覚障害児の発達を考える

事務局使用欄（処理日・印）

なかまのつどいの申込 ※別紙合計額を記入　　　　　 　　　円

参加費

1,000円

入門講座及び実践交流会（分科会・分散会）

区分

学 生

聴 障 団 体 関 係

※該当区分にご記入下さい

一般参加
司 会 者
要員参加
実行委員

氏　名

施 設 関 係

その他特記事項

手話通訳
要約筆記

ふりがな

ヒアリングループ

性別

教 員

相 談 員

ケアマネ

第2

役職名所属先（団体・勤務先等）

調 理 員手 話 関 係

そ の 他

所属機関
ヘ ル パ ー

分散会2

合計　　　　　　　　円
※合計金額を記入

してください

　※20日の夕食は食堂で弁当をお出しできます。
　　　自主交流会も食堂で開催します。

平日昼間の連絡先

家 族 関 係

職種

分
科
会

住  所

電話番号

入　門　講　座

＊お申込み等にあたり、ご提出いただ
いた個人情報につきましては、適正
な利用範囲で使用させていただきます。
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9:00 ※なかま受付開始

　グループに分かれてあいさつ

9:30

グループでの活動

　　　

12:00

12:00

　 1:00
　自己紹介や日頃の活動を報告
　　

12:30 　皆で交流中心の活動です！

　工作・おやつ

　　　　　　　

3:00

5:00 終わりのあいさつ
随時解散

10月21日(日)

大学の構内散策

10月20日(土)
　昼食

　※なかま受付開始

　

　　工作

・なかま、ボラさん集合

　　ダンス、体操、ゲーム・・

　　

　・おやつ休憩

　・全体会でのなかま報告
　・終わりのあいさつ　解散

持ち物

リュック

カッパ ハンカチ（タオル）

おこづかい（　　　　　　円） 昼食の時、いつも飲んでいるお薬

ぼうし 着替え

折りたたみかさ 着がえをいれるビニール袋
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※該当する欄に、○及び必要事項をご記入ください。

年齢

男性

女性

住所

FAX番号 電話番号

所属

保護者名
当日の

連絡先
（携帯番号）

きょうだい
参加

氏名

性別 年齢

なかまの集い対象者参加諸費用
※該当する欄に、○をご記入ください。

　5000　　　　円

　2500　　　　円

　2500　　　　円

    　　　　1500　　  円

　1000　　　　円

だきます。 FAX：03-6273-0631

※後日、なかまの対応上、気を付けていることなど質問のファックスを送らせていただきます。ご協力をお願
　いいたします。
※ごきょうだい等、複数名申込の場合は、同用紙を複写しご使用ください。
※ごきょうだいの参加費も、なかまと同額になります。

21日　昼食代

２日間参加

２０日だけ参加

２１日だけ参加

ふりがな

有・無
ふりがな

男性・女性

第22回 全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会 なかまのつどい 申込書

氏名

ふりがな
性別

歳

※お申込みにあたり、ご提出いただいた個人情報につきましては適正な利用範囲で使用させていた

e-mail： j-zenchofuku@tokyo-shuwacenter.or.jp

20日　夕食代(自主交流会開催の食堂）

〒

※基本的には両日参加です。

※施設名/学校名を記入してください。

参加日

10月20日（土） 12：00～17：00　なかまの報告、交流など

10月21日（日）   9：00～15：00　創作活動など

なかまが単身で参加する場合は、施設、事業所ごとに申込書をまとめてお送り下さい。

※上記合計金額を集会申込書に転記し、なかまのつどい申込書とともに事務局へご返信下さい。



13 

 
 

施設名・作業所名・団体名  担当者氏名

FAX： ＴＥＬ：

主な物品名（クッキー、縫製品等）

物品は　　　①当日に持参する　　　　・　　　　②送付希望　※１０月１９日午前必着

≪出店の条件≫
「第２２回全聴福研」参加者であり、下記の所属団体であること
（1）全国ろう重複障害者施設連絡協議会加盟事業所
（2）全国高齢聴覚障害者福祉施設連絡協議会加盟事業所
（3）ろう重複障害者事業所開設準備中の団体
（4）その他聴覚障害者福祉関係事業所
※会場の都合により、販売スペースに限りがございます。

≪出店申込≫
（1）申込書に記入して事務局まで送付ください。

　　申込締切：８月３１日（金）必着
≪物品の送付について≫
（1）送付締切：1０月１９日（金）の午前中指定で下記まで送ってください。

　　　〒184-8501　東京都小金井市貫井北町4－1－1　東京学芸大学総合教育研究棟２号館2階
　　　　　　　　　　　　　濱田研究室宛

※詳細は、申込みの団体へ連絡させていただきます。
物品の事故・破損については、実行委員会では責任を負いかねますので、ご了解ください。
（2）集会終了後物品は各自でお持ち帰りください。料金着払いで送付を受け付けます。
≪その他≫
（1）宣伝掲示、物品の陳列、販売、売上げ集計は、全て出店団体が行ってください。
（2）販売・陳列スペースは長机半分程度（90cm×45cm）を準備します。
（3）陳列・販売の準備は、２０日（土）１０時から始められます。
（4）特に制約はありませんが、価格表示をわかりやすくする、消費税は内税とす
る等、ご協力をお願いします。売上げは、各自でお持ち帰りください。

第22回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会in東京　出店申込書

配置については事務局で決めさせていただきますので、予めご了承ください。

申し込み先・お問い合わせ先（品物の送り先ではありません）
〒160-0022 東京都新宿区新宿2-15-27 第3ヒカリビル６F　

社会福祉法人東京聴覚障害者福祉事業協会内
『第22回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会実行委員会』

TEL 03-6273-0400　／　FAX 03-6273-0631 担当 　小嶋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e-mail：j-zenchofuku@tokyo-shuwacenter.or.jp

当日の販売責任者名　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　携帯ＴＥＬ：

　　　　　　携帯アドレス：
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集会参加者が自主的に開催する「自主交流会」を企画しませんか？ 
 「活動・運動を共にする全国の仲間と情報交換がしたい」、「同じ職種の仲間と仕事の悩

みを語りたい」など、集いの機会を希望される方、事務局までお知らせください。会場の提

供をさせていただきます。         

今回は、大学の食堂をお借りして夕食を食べながらの交流です。（食事は事前申込）    

どんなテーマでも OK。とにかく語り合いましょう  

 

 

 

 

 

 

 

【例えば…】昨年度の実施内容

・全国聴覚障害者地域活動支援センター

・児童発達支援・放課後等デイサービス

・全国福祉施設聴覚障害職員会

・全国ろう重複児・者家族連絡会

・施設職員の働き方について

・権利擁護制度について 等…

●申込書●

発起人
（ふりがな）

所属団体・部署等

住所 〒

TEL （ ） FAX （ ）

Ｅ－Ｍａｉｌアドレス

交流会名と主な内容 参加予想人数

・高齢聴覚障害者の生活を支えるケアマネの会

交流会を希望される方は、参加申込書とあわせ
て申し込み用紙を事務局まで送信してください。
交流会の運営は、発起人の方にお任せします。

    申込〆切　　8月31日（金）
FAX：０３－６２７３－０６３１

e-mail：
j-zenchofuku@tokyo-shuwacenter.or.jp
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第22回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会　

レポート提出計画書　　 ※提出期限：7月17日(火)必着

※レポートの提出を予定されている分科会に○をご記入ください。

第１ 労働と発達を考える

こころの健康

からだの健康

第３ コミュニケーション保障と集団づくり

第４ 高齢聴覚障害者の介護を考える

高齢聴覚障害者の暮らしを地域で支える

重複聴覚障害者の暮らしを地域で支える

第６ 家族の願いと家族会

第７ 福祉実践と福祉制度のあり方

第８ 聴覚障害児の発達を考える

※必要事項をご記入ください。

〒

  無　・　有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※ メールか郵送、またはＦＡＸで、下記事務局宛にお願いいたします。

〒198－0052　東京都青梅市長淵5－1420－2

障害者支援施設「たましろの郷」内

第22回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会

分科会担当：佐藤嘉昭

TEL：０４２８－２０－０７２２／FAX：０４２８－２０－０７２１

E-mail：zenchofuku@tokyo-shuwacenter.or.jp

≪レポート原稿の提出期限は、8月22日(水)必着です≫

F　A　X

連 絡 先

レ ポ ー ト の 題 名

キ ー ワ ー ド

討 議 し た い 内 容

心とからだ
の

健康づくり

第1分散会

第2分散会

ふ り が な

氏 名

視 聴 覚 機 材
希 望

第２

自宅　・ 職場 ・ 団体

所　　属

電　　話

第５
地域生活を

支える

第1分散会

第2分散会
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所在地 

〒184-8501 東京都小金井市貫井北町４丁目１−１ 

   電話番号 042-329-7111 (総合案内)  

  

 最寄駅からのアクセス 

 

➢ JR 武蔵小金井駅・北口より 

【京王バス】 
〔５番バス停〕「小平団地」行に乗車、約 10 分。「学芸大正門」下車 
 

➢ JR 国分寺駅より 

【銀河鉄道バス】「国分寺駅入口」より「小平駅南口」行に乗車、約 10 分「学芸大学」下車 
【徒歩】約 20 分（JR 国分寺駅北口 → 早稲田実業学校 → 連雀通り／小金井市保健セ
ンター前） 

 

➢ 西武新宿線小平駅南口より 

【銀河鉄道バス】「国分寺駅入口」行に乗車、約 15 分「学芸大学」下車 

 

東京学芸大学 
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 最寄駅までのアクセス 

 

 
 

成田空港から 

【ＪＲ特急成田エクスプレス】成田空港から東京駅約 62 分  →  

→【ＪＲ中央線】ＪＲ中央線「東京駅」から 「武蔵小金井駅」まで約 40 分 →  

→【京王バス】〔５番バス停〕小平団地行、約 10 分「学芸大学正門」下車、徒歩約３分 

 

羽田空港から 

【東京モノレール】「羽田空港駅」から「浜松町駅」約 22 分 → 

→【ＪＲ山手線】ＪＲ山手線（内回り）「浜松町駅」から「東京駅」約５分 →  

→【ＪＲ中央線】「東京駅」から「武蔵小金井駅」約 40 分 → 

→【京王バス】〔５番バス停〕小平団地行、約 10 分 → 

  「学芸大学正門」下車、徒歩約３分 
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第 22 回 全 国

聴 覚 言 語 障

害 者 福 祉 研

究 交 流 集 会

in と う きょ う

申し込み先・お問い合わせ先 

〒１６０－００２２ 

東京都新宿区新宿 2 丁目１５－２７第 3 ヒカリビル 6 階 

       社会福祉法人 東京聴覚障害者福祉事業協会内 

『第 22 回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会』事務局 

担当者：高岡  

TEL 03-6273-0400／FAX 03-6273-0631 

          e-mail：j-zenchofuku@tokyo-shuwacenter.or.jp  

＜振込先＞ 

＊銀 行 名：ゆうちょ銀行 振替口座 

口座番号： ００１９０－９－４８７５３０ 

       ※銀行からの払い込みの場合は下記の口座番号となります 

          預金種目 当座 

          店名：〇一九 

          口座番号：０４８７５３０ 

＊加入者名：全聴福研  

(※通信欄に費用内訳をご記入ください)  


